
   岡山市水道局配水管布設工事競争入札参加資格等に関する運用基準 

 

（趣旨） 

第１条 この基準は，岡山市水道事業等の競争入札参加資格及び審査等に関する規程

（昭和６２年市水道局管理規程第２号。以下「資格審査規程」という。）第３条第１

項ただし書に定める配水管布設工事の競争入札に参加する者の資格及び施工能力の

認定に必要な事項のほか，競争入札に参加する場合の基準その他必要な事項につい

て定める。 

（適用範囲） 

第２条 この基準において配水管布設工事とは，新設，改良等のための配水管の布設，

移設及び撤去の工事（口径４００mm 以上の布設工を除く。）及び弁栓類の設置工事並

びに配水管の修繕工事をいう。 

（資格審査基準） 

第３条 配水管布設工事の資格審査に加える主観点数のうち，検査評点については別

表第１，技術力評価については別表第２のとおりとする。 

（資格審査の申請） 

第４条 競争入札に参加しようとする者は次条の格付要件に適合し，別に定める配水

管布設工事入札参加資格審査申請要領の規定により申請書に必要書類を添付し，水

道事業管理者（以下「管理者」という。）に提出しなければならない。 

（参加資格） 

第５条 配水管布設工事の競争入札に参加しようとする者は，次の各号のすべてに該

当する者でなければならない。 

（１）岡山市内に建設業法上の主たる営業所を設置していること。 

（２）建設業法に基づく水道施設工事業の許可があること。 

（３）経営事項審査（建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２７条の２３）にお

いて，水道施設工事業の完成工事高が連続して２期あること。 

（４）岡山市水道局指定給水装置工事事業者であること。 

（５）次に掲げるすべての資格を１人で有する者（以下「配水管技能者等」という。）



が在籍していること。ただし，第４条の申請書提出の時点において，３ヶ月以上

継続して直接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。 

ア 公益社団法人日本水道協会（以下「日本水道協会」という。）の配水管技能者

名簿（耐震又は大口径管）に登録された者 

イ 配水用ポリエチレンパイプシステム協会の水道配水用ポリエチレン管・継手

施工技術講習会を修了した者 

ウ 次のいずれかの資格を有する者 

(ｱ)公益財団法人給水工事技術振興財団（以下「給工財団」という。）にある給

水装置工事配管技能者認定協議会から認定証を交付された者 

(ｲ)給工財団が実施した給水装置工事配管技能者講習会の課程を修了した者 

(ｳ)給工財団が実施する給水装置工事配管技能検定に合格した者 

（６）岡山市における建設工事の入札参加資格審査申請において，第１格付が「水道

施設工事業」，もしくは第１格付が「管工事業」・第２格付が「水道施設工事業」

で，かつ配水管布設工事を希望する者であること。 

（７）岡山市における建設工事の入札参加資格審査申請書提出の過去２年間において，

配水管布設工事並びに配水管緊急修繕工事の両方の施工実績を有していること。

（岡山市の発注工事については元請又は下請，岡山市以外の発注工事については

元請であること。） 

２ 配水管布設工事の競争入札に参加しようとする者は，別表第４に掲げる許容価格

に応じ，参加できる者に該当すること。ただし，これによりがたい特別の事由があ

る場合は，この限りでない。 

３ 前項にかかわらず，接合工事及び特殊材料を支給する工事は，技術力を考慮して

参加資格を別に定めるものとする。 

（格付要件の欠格期間） 

第６条 前条第１項の格付要件のいずれかが欠格している期間中は入札参加できない。 

 （変更の届出等） 

第７条 第４条の規定による申請書の提出後に，次に掲げる事項に変更があったとき

は，速やかにその旨を管理者に届け出なければならない。 



（１）商号又は名称 

（２）代表者又は受任者 

（３）所在地，電話番号及びファクシミリ番号 

（４）実印又は使用印鑑 

（５）資本金 

（６）組織 

（７）許可又は登録の内容（更新を含む。） 

（８）配水管技能者等 

（入札参加希望業種の制限） 

第８条 配水管布設工事を希望し，格付された者は，岡山市における建設工事の入札

参加資格審査申請において格付された他の希望業種の順位にかかわらず，岡山市水

道局が発注する建設工事については，原則として配水管布設工事以外は入札参加を

認めない。 

（新規業者の受注制限） 

第９条 当該格付を有して３年未満の者には，資格審査規程第７条の規定にかかわら

ず，発注の基準となる金額及び最大口径について別表第３のとおり制限を付すもの

とする。ただし，３年目で日本水道協会認定の配水管技能者（大口径管）を有する

配水管技能者等が在籍しておれば制限しないものとする。 

（その他） 

第１０条 この基準に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

   附 則 

この基準は，平成１９年７月１日から施行する。 

附 則 

この基準は，平成２０年２月２９日から施行する。 

附 則 

この基準は，平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この基準は，平成２２年４月１日から施行する。 



附 則 

この基準は，平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この基準は，平成２４年４月１日から施行する。ただし，改正後の岡山市水道局配

水管布設工事競争入札参加資格等に関する運用基準第５条第１項第５号ウは，平成２

５年４月１日以後に公告し，又は通知する契約に係る工事について適用する。 

附 則 

この基準は，平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この基準は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この基準は，令和３年４月１日から施行する。 



別表第１（第３条関係）（最高２２点）

検査評点の平均 点　数

７９．０点以上 22

７８．０～７８．９ 21

７７．０～７７．９ 20

７６．０～７６．９ 19

７５．０～７５．９ 18

７４．０～７４．９ 17

７３．０～７３．９ 16

７２．０～７２．９ 15

７１．０～７１．９ 14

７０．０～７０．９ 13

６９．０～６９．９ 12

６８．０～６８．９ 11

６７．０～６７．９ 10

６６．０～６６．９ 9

６５．０～６５．９ 8

６４．０～６４．９ 7

６３．０～６３．９ 6

６２．０～６２．９ 5

６１．０～６１．９ 4

６０．０～６０．９ 3

５９．０～５９．９ 2

５８．０～５８．９ 1

５７．０～５７．９ 0

５６．０～５６．９ -2

５５．０～５５．９ -4

５４．０～５４．９ -6

５３．０～５３．９ -8

５２．０～５２．９ -10

５１．０～５１．９ -12

５０．０～５０．９ -14

４９．０～４９．９ -16

４８．０～４８．９ -18

４７．０～４７．９ -20

４７．０点未満 -22

実績なく評価不能 0

※「岡山市水道局工事成績評定活用基準」の５７点を基準とする。



別表第２（第３条関係）（最高５０点）

耐震継手

大口径管

※加点はいずれか一方のみとし，大口径管を優先する。

別表第３（第９条関係） （単位／千円）

最大口径 ３年目

格付等級 （φ３５０ｍｍまで）

特Ａ
４，０００以上

（資格審査規程どおり、
以下同じ）

Ａ ２００，０００未満

Ｂ ４０，０００未満

Ｃ ２０，０００未満

別表第４　入札参加エリア

営業所の属する管路整備課エリア

全市エリア

（φ１５０ｍｍまで） （φ２５０ｍｍまで）

４５，０００未満

１０，０００未満

３０，０００未満

特Ａ
全市エリア

１５，０００未満

配水管技能者等の登録種別 点　数

配水管技能者
２点

５点

２０，０００未満 ３０，０００未満

１年目 ２年目

対象工事の許容価格
参加できる者

等級 参加可能エリア

２億円以上 特Ａ 全市エリア

4百万円未満

Ａ

Ｂ

Ｃ

4千万円以上２億円未満
特Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

2千万円以上4千万円未満

4百万円以上2千万円未満

特Ａ 全市エリア

Ａ

Ａ

Ｂ 営業所の属する管路整備課エリア

全市エリア

営業所の属する管路整備課エリア


